
 

事業報告書 

 

第１ 事業の概要 

  

 令和７年度は、５年間の第５期指定管理者としての最終年度でありました。 

その令和７年度を概観しますと、利用面では、令和６年度より初めて夏季の熱中症予防

対策として、「環境省熱中症予防情報サイト」を随時確認し、「厳重警戒」や「危険」とな

った場合には、利用者の申出により無料扱いにてキャンセルを受け付けるなどの対策をと

り、令和７年度においても引き続き実施し、スポーツ施設などの管理、運営に万全を期し

てまいりました。 

  

経営面では、公園等施設の修繕や更新、続く物価高騰による経費が増額したことにより、 

昨年度に引き続き厳しい年度となりました。 

 

事業団の主要事業である管理面では、引き続き市民の皆様が安心安全に御利用いただけ

るよう、年間を通して遊具の点検、除草、樹木の剪定、設備の修繕、ごみ回収など実施い

たしました。また、市民体育館及び男山レクリエーションセンターなど有料施設も同様に

施設を安心安全に御利用いただくため施設の管理に引き続き努めました。 

 

自主事業では、引き続き年間を通じて市民体育館及び男山レクリエーションセンターに

おいて、多様な健康運動教室を開催しました。また、市民体育館で施設開放型事業である、

プラネタリウムと科学実験のイベント、スポーツを楽しむ日を引き続き開催。環境緑化推

進事業では、花壇の花植えや寄せ植え教室を開催しました。 

 

令和７年度は、第５期の指定管理業務５年目を八幡市の御理解をいただきながら終える 

ことができました。この４月から３年間の第６期初年度も、役職員一同、指定管理者とし

ての役割と責務を着実に果してまいります。更に安定した法人経営と人材育成に努め、し

っかりと存在感を示せるよう努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

第２ 事業活動結果 

 

 １ 公益目的事業 

(1)  公園施設等運営事業 

        指定管理の主要業務である公園、施設などの管理及び運営については、以下のと

おり事業に取り組みました。 

 

   ア 公園、施設などの管理及び運営      

利用者の安心安全を第一に、３８年間蓄積してきたノウハウを生かし、年間を

通して点検、除草、樹木の剪定、施設や設備の修繕、ごみ回収などを進めました。 

公園に設置された遊具や健康器具については、専門業者により点検を行い、簡

易な修繕については事業団で実施いたしました。 

 

   イ 緑化の推進 

    (ｱ) グリーンカーテン 

      市民体育館において、ロビーの窓にゴーヤでグリーンカーテンを作り、緑化 

の推進とともに省エネに努めました。 

    (ｲ) 花壇の整備等環境緑化の推進 

市民体育館正面玄関の花壇を整備し、来園者に楽しんでいただけるよう花を 

植え環境緑化の推進に努めました。 

(ｳ) 寄せ植え教室等 

      緑化を推進する活動として、季節の花を使った寄せ植え教室を３回開催し、 

５３人参加いただきました。 

 

(2) スポーツ振興等事業 

        スポーツによる市民の健康づくりを支援し、継続して活動していただけるよう、 

以下のとおり事業に取り組みました。 

 

ア 講習会の開催 

八幡市では、ウォーキングの日を設けるなど、市民の健康づくりに役立つウォ 

    ーキングを奨励しております。当事業団としても、その事業の一環として市民が 

健康づくりに役立てていただけるよう、３月に市民スポーツ公園でウォーキング 

教室を開催し１２人参加いただきました。 

 

イ スポーツを楽しむ日の開催 

  市民体育館で６月に、卓球、バドミントン、バレーボールなどを自由に楽しん 

でいただく「スポーツを楽しむ日」と併せて、プラネタリウム・科学体験イベン 

トを開催。八幡市スポーツ推進委員会のニュースポーツ体験、やわたおもちゃの 

病院に御協力いただき８７人参加していただきました。 

  また、１１月にも第２回目の「スポーツを楽しむ日」を開催し、３５人参加し 

ていただきました。 



 

ウ 高齢者を対象とした教室の開催(八幡市民体育館) 

    (ｱ) シニアスポーツクラブ 

柔軟な体づくり、筋力の向上、運動の習慣づけなどに役立つシニアスポーツ 

クラブを前年度に引き続き週２日開催しました。令和７年度の実施回数は９４ 

回（前年度は９３回）、参加者数は延べ１，８１６人（前年度１，７０７人）で 

した。 

    (ｲ) 男性トレーニング＆女性シェイプアップ 

      男性は筋力の向上を目的に、女性はシェイプアップを目的にトレーニングル 

ームでマシンを使用する教室を前年度に引き続き開催しました。令和７年度の 

実施回数は４９回（前年度は４９回）、参加者数は延べ１，００７人（前年度 

１，１８０人）でした。 

    (ｳ) プラチナビクス 

      足腰への不安や負担をかけたくない方向けに、椅子を使う有酸素運動、太も 

もやふくらはぎの筋力トレーニング、口腔機能の向上トレーニングを前年度に 

引き続き開催しました。令和７年度の実施回数は３３回（前年度は３２回）、参 

加者数は延べ２２９人（前年度２９５人）でした。 

 

   エ 幼児、小学生等を対象とした事業の開催 

    (ｱ) プラネタリウム・科学体験イベント 

      施設の特性を活かした事業として、市民体育館アリーナでエアードーム式の 

プラネタリウムと機材を設置し星空を観測する移動プラネタリウム及び科学体 

験のイベントを開催し６０人参加いただき好評いただきました。 

 

オ 各種大会への協力 

          八幡市、八幡市スポーツ協会、当事業団などで構成する実行委員会が主催した 

市民マラソン大会など積極的に参加、協力しました。 

 

カ 情報提供 

     当事業団のホームページ、インスタグラムを活用し、各種事業や教室の案内な 

どを掲載した。また、スポーツ・健康運動教室を案内する事業団だよりを年２回 

（９月、３月）市内全戸に配布し引き続き情報提供に努めました。 

      

２ 収益目的事業 

   令和７年度の施設利用料は、約５，６００万円となり、前年度（約５,７８０万円） 

に比べてマイナス３.２パーセント、約１８０万円の減収となりました。 

   有料公園の延べ利用者数は約２９万９千人で、前年度（約３０万１千人）に比べて 

マイナス０.６パーセント、約２千人の減となりました。 

   収益目的事業においても、市民の健康、体力づくりに寄与するため、引き続き次の 

とおり事業に取り組みました。 

 

 



 

(1)  スポーツ振興事業 

ア スポーツ教室の開催（自主事業） 

      市民体育館及び男山レクリエーションセンターにおいて、それぞれ年齢、体力、 

技術レベルなどに応じた多様なスポーツ教室を開催いたしました。 

令和７年度の全教室開催回数は１，０５８回(前年度は１，０６８回)、延べ参 

加者数は１３，８８７人（前年度は１４，０８７人）でした。 

   

イ トレーニングルームの運営 

      令和７年度のトレーニングルーム利用者数は４,９０７人（前年度は３,９３９ 

人）で９６８人の増となりました。 

 

(2) 施設の貸与 

        施設については、これまでどおり、八幡市が主催、関与し又は八幡市が委託、補 

助するなどの公益性の高いスポーツ、健康、学校行事などを優先利用としました。 

 

(3) 自動販売機の設置、スポーツ用具などの貸与 

来園者などへの利便を図るため、これまでどおり飲料水などの自動販売機の設置 

や、スポーツ用具など貸し出しを行い、令和７年度は併せて約３４６万円（前年度 

は約３７６万円）の収入を得ました。 

    また、新たに女性利用向けに「女性ヘルスケア対応自動販売機」を設置し、利用 

者へのサービス向上に努めました。 


